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関
東
大
震
災
は
近
代
日
本
に
お
け
る
未
曾
有
の
災
害
で
あ
っ

た
。
人
的
被
害
は
二
○
数
万
人
に
達
し
、
救
護
医
療
は
困
難
を

き
わ
め
た
。

諸
外
国
は
救
護
隊
を
派
遣
し
た
。
中
で
も
フ
ラ
ン
ス
（
以
下

仏
）
は
独
自
の
救
護
隊
を
派
遣
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
行
っ

た
。
今
回
は
、
そ
の
概
略
と
結
果
を
報
告
す
る
。

仏
援
助
の
特
徴
は
、
病
院
組
織
を
一
体
と
し
て
寄
贈
す
る
形

を
取
っ
て
い
る
の
が
、
普
通
の
医
療
援
助
と
違
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
こ
れ
は
、
パ
リ
新
聞
組
合
（
汚
野
且
言
翼
号
匿
卑
隅
用

も
閏
厨
房
ロ
ロ
里
の
募
金
が
中
心
と
な
り
、
三
百
万
フ
ラ
ン
（
当

時
）
の
義
損
金
を
基
に
し
て
い
る
点
も
独
特
で
、
政
府
直
轄
の

派
遣
で
は
な
か
っ
た
。

俗
に
「
有
馬
ヶ
原
」
と
称
さ
れ
た
、
芝
赤
羽
橋
近
く
の
高
台
が

設
置
場
所
と
し
て
選
ば
れ
た
。
こ
の
土
地
は
緑
が
多
く
、
周
囲
に

関
東
大
震
災
に
お
け
る
佛
蘭
西
寄
贈
病
院

小
林
晶

福
岡
整
形
外
科
病
院

工
場
も
な
く
、
空
気
も
澄
ん
で
い
て
、
抜
群
の
環
境
で
あ
っ
た
。

東
京
湾
も
眺
望
で
き
た
。
広
さ
は
七
千
五
百
坪
（
約
二
万
五
千
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
広
大
な
も
の
で
あ
る
。

大
正
一
二
年
の
暮
に
荷
物
は
二
隻
の
船
で
到
着
し
た
が
、
正

式
に
開
院
が
で
き
た
の
は
、
翌
大
正
一
三
年
二
月
四
日
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

こ
の
救
援
病
院
は
正
式
に
は
「
佛
蘭
西
寄
贈
病
院
」
と
命
名

さ
れ
、
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
に
委
託
さ
れ
た
。
遅
き
に
失
し

た
こ
の
設
置
は
、
仏
側
も
大
量
の
荷
物
運
搬
と
遠
距
離
を
挙
げ

て
恐
縮
し
て
い
る
。
ま
た
、
わ
が
国
の
政
府
が
、
受
け
入
れ
を

即
座
に
承
諾
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
独
自
で
復
興
す
る
意
気
込

み
を
み
せ
た
い
と
の
、
自
負
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
当
時

の
駐
日
仏
大
使
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
最
後
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
こ
と
に
、
間
に
立
っ
て
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
心
境
を
述

べ
て
い
る
。

病
院
は
野
戦
用
テ
ン
ト
（
幅
六
ｍ
、
長
さ
一
八
ｍ
）
三
二
張

り
が
利
用
さ
れ
、
Ｘ
線
室
、
手
術
室
を
備
え
、
五
百
床
設
置
が

可
能
で
、
救
急
車
五
台
、
消
毒
用
自
動
車
、
発
電
用
自
動
車
、

ト
ラ
ッ
ク
二
台
ま
で
付
随
し
、
医
療
材
料
一
式
も
加
わ
り
最
新
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式
の
も
の
で
あ
っ
た
。
医
員
と
し
て
は
、
茂
木
蔵
之
助
院
長
、

正
木
俊
二
（
不
如
丘
）
副
院
長
以
下
一
四
名
が
嘱
託
さ
れ
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
救
急
と
い
う
意
味
で
は
開
院
が
遅
き
に
失

し
、
漸
く
被
災
患
者
数
も
下
火
に
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
周
辺

に
幾
つ
か
の
大
病
院
も
あ
り
、
普
通
患
者
が
そ
れ
ほ
ど
多
数
来

院
す
る
の
は
望
め
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
運
営
の
方
針
転
換
を
計
り
、
仏
側
の
了
解
を
え
て
、

虚
弱
児
童
の
育
強
事
業
（
当
時
の
正
式
命
名
）
を
主
と
す
る
こ

と
に
し
た
。

市
内
の
小
学
校
の
協
力
で
、
虚
弱
児
童
を
収
容
し
、
三
週
間

を
一
ク
ー
ル
と
し
た
。
閉
院
（
五
月
三
○
日
）
ま
で
に
、
六
九

五
名
の
児
童
が
入
院
し
、
対
照
と
し
て
強
健
児
童
二
組
、
検
査

デ
ー
タ
の
健
常
対
照
と
し
て
、
慶
応
幼
稚
舎
児
の
も
の
が
使
用

さ
れ
た
。
こ
れ
を
扱
う
小
児
科
主
任
と
し
て
は
、
鎮
目
専
之
助

さ
れ
た
。
こ
れ
を
帰

医
師
が
就
任
し
た
。

育
強
法
と
し
て
は
、
規
則
正
し
い
生
活
、
衣
類
を
統
一
、

蚤
・
風
・
寄
生
虫
の
駆
除
、
管
理
さ
れ
た
食
事
、
運
動
、
遊
戯
、

日
光
浴
、
精
神
的
慰
撫
相
談
、
音
楽
会
、
普
通
学
科
教
育
、
口

腔
衛
生
な
ど
を
主
眼
と
し
て
実
施
し
た
。

健
常
組
、
慶
応
児
に
比
較
し
、
虚
弱
群
で
は
入
院
時
、
身
長

な
ど
の
計
測
値
は
全
て
劣
り
、
栄
養
指
数
も
格
段
の
差
を
示
し

た
．
ま
た
、
胸
郭
、
脊
椎
に
異
常
が
多
く
、
驚
い
た
こ
と
に
、

ピ
ル
ケ
反
応
、
Ｘ
腺
の
肺
門
リ
ン
パ
腺
腫
大
を
基
準
に
す
る
と
、

潜
在
性
結
核
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
四
七
・
九
％
も
い
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
起
立
性
蛋
白
尿
、
扁
桃
腺
肥
大
症
、

慢
性
化
膿
性
中
耳
炎
、
耳
栓
に
よ
る
難
聴
な
ど
も
、
健
常
者
よ

り
多
く
見
出
さ
れ
た
。
原
因
と
し
て
は
、
入
院
前
の
家
庭
環
境
、

食
物
の
量
質
な
ど
に
帰
す
べ
き
も
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

育
強
法
に
よ
り
、
諸
デ
ー
タ
は
著
明
に
改
善
し
て
い
る
。
こ
の

種
の
施
設
が
、
今
後
わ
が
国
に
多
く
設
立
さ
れ
る
こ
と
を
行
政

当
局
に
希
望
し
て
、
三
五
六
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
報
告
書
は
終
了

し
て
い
る
。


